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　「これから食事に行きたいが、席
はあるか」─飲食店では混雑状況
の問い合わせ電話をよく受ける。こ
のプロセスを人を介在させず自動化
し、顧客が好きなときに「LINE」で
確認できるサービスが、エコモットの

「AITELL」（アイテル）である。
　混雑状況の把握はAIが行う。４
G LTEの通信機能を搭載したカメラ
から3分に１枚のペースで撮影画像を
クラウドに送信。クラウドに実装され
たAIの画像解析により、店舗内に存
在する人数をカウントし空席率を算出
する。低照度など飲食店ならではの
空間的制約があっても高精度で人物
を認識するディープラーニングアルゴ

リズムを自社開発した。
　「AITELL」は「LINE」アカウント
とクラウド上で連携しており、来店前
のユーザーがお店のLINEアカウント
に空席問い合わせをすると、最新の
空席状況を自動応答する。この際、プ

ライバシーに配慮して加工した店内
画像も提示する。
　顧客の利便性を向上しつつ、店舗
側は電話対応の負担を減らし調理や
接客に集中できる。病院の診察待ちな
ど、他業種への展開も予定している。

お店の混雑状況を、AIが画像解析して自動通知

飲食店向け自動応対サービス「AITELL」奨励賞
エコモット株式会社

　生活分野における多彩なIoTサー
ビスの展開は、期待されながらもまだ
まだ市場規模が小さい。原因の１つ
は、IoT接続がメーカー・系列内にと
どまっていることにある。

　IoT-EX社の「IoT-EX」は、この課
題を解消すべく、異なるメーカーの
モノやサービスを安全に接続し、連
携を可能とする。相互接続には「IoT 
HUB」を利用。同社は電気通信事業

者としてデータの中身を見ずデータを
保存しない立場をとる。メーカーごと
の仕様の違いは「IoTドライバ」の提
供で吸収。まだインターネットにつな
がっていないデバイスは「IoTルータ」
で接続する。
　これらの機能を活用することによ
り、多様なメーカーの機器・サービス
を組み合わせて新しいサービスを生
み出すことが可能となった。具体例と
して、「緊急地震速報を受信したら、
ガスコンロを消しドアを解錠・照明を
点灯する」「AIスピーカーからの音声
で、これまでは接続できなかったメー
カーのエアコンの温度を調節する」な
どが挙げられる。

異なるメーカーのモノやサービスをつなぎ、生活のIoTを推進

IoT相互接続サービス「IoT-EX」奨励賞
IoT-EX株式会社

図　「AITELL」における人数カウントの仕組み

❶ ピープルカウンターの撮影画像から、おおおよその人数をカウント
❷あらかじめ設定した定員数を差し引き、空席数を自動算出
❸ BOTで連絡
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 エコモット株式会社　＜URL＞https://www.aitell.netProfile対象分野 飲食店の混雑可視化・自動連絡

図　IoT-EXが異なるメーカーの機器をつなぐ例
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１. 緊急地震速報を受信したら、ガスコンロを消し、ドアを解錠、照明を点灯（❶❷❸❹）
２. 防災放送情報を受信したら、AIスピーカーで繰り返し聴くことができ、照明を赤で点滅（❺❻❼）
３. AIスピーカーから、音声で、Echonet Lite対応のエアコンの温度を27度に変更（❽❾）
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